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　最近、増加している空き家。
　皆さんの大切な財産である家や土地。誰も住まず、そのままにしておく選択肢もありますが、人
が住まなくなった家は傷みやすいといいます。
　これは決して他人事ではありません。離れて暮らす家族や親戚の住宅が「空き家」になったりす
る可能性もあります。突然、降りかかるかもしれない空き家問題に対処できるよう、この機会に「家
の将来」について考えてみませんか？

●「空き家」になる理由
　　空き家になるには、下記のようなさまざまな状況が考えられます。
　　・相続した物件に住まない場合
　　・ひとり暮らしをしていた親が亡くなった場合
　　・ひとり暮らしをしていた親が施設に入所した場合
　　・親が高齢となり、子どもの家に同居した場合
　　・転勤になり家族で引っ越しをした場合
　　・別の場所に家を新築した場合　など

●「空き家」になることを予防するには？
　　建物がきちんとした形で受け継がれていくためには、相続や売買を通じて所有者が変わった時
　に、新しく相続した所有者が建物や敷地を適切に管理していくことが必要になります。そのため
　には土地や建物の所有者が誰なのか明確になっている必要があり、登記などの手続きが重要にな
　ります。
　　また、いつのまにか「空き家」になってしまっていたという事態にならないよう予防すること
　も大切です。「空き家」になってから話し合いを始めるのではなく、あらかじめ相続に関しての取
　り決めを明確にしておくと安心です。

　※相続等の手続きなどで不明な点は、司法書士などの専門家にご相談ください。
　　広報の相談コーナーにも相続相談など行っているところを掲載しております。

●「空き家」の所有者になってしまったら、どうすればいいの？
　　空き家の管理は所有者の責任となりますので、所有者になったら適正に管理しなければなりま
　せん。空き家を所有したら早めに対応することが重要です。

　　・家族や親族などで話し合いをして、管理者を決めましょう
　　・土地、建物の登記が本来の所有者になっているか確認しましょう
　　・売買や賃貸など新たな利用方法を考えましょう
　　・利用が難しい建物は解体して、土地を有効利用することも考えま
　　　しょう

家の将来について今から考えてみませんか？　

問未来開発課　撒（57）₄17₈


